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は
な
み
ず
き
通
り

坂
田
東
公
民
館

sakatahigashi kouminkan. sakatahigashi kouminkan. sakatahigashi kouminkan. sakatahigashi kouminkan. sakatahigashi kouminkan.   
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坂
田
東
公
民
館
の
特
徴

　

坂
田
東
公
民
館
（
行
政
区
13

区
）
は
、

約
970

世
帯
の
地
域
の
活
動
の
場
と
し
て
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
「
大
泉
ま
つ
り
」
で
は
、
参
加
者

の
食
事
の
用
意
を
、
隣
組
長
を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
員
の
皆
さ
ん
、
社
協
役

員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
用
意
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
業

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
環
境
美
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し

て
は
、
民
謡
教
室
・
生
け
花
教
室
・
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
等
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
、
地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
（
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
）

　

近
年
、
地
域
住
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
が

希
薄
と
な
り
、
公
民
館
利
用
率
の
低
下
が

著
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
役
員
を
担
っ
て
頂
き
、
将
来
へ
つ
な
が

る
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　

坂
田
東
公
民
館
長　

金
谷
勝
美

民謡教室民謡教室

ゆうゆ　小  林 洋 子ゆうゆ　小  林 洋 子
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あ
な
た
の
故
郷（
ふ
る
さ
と
）
ど
こ
で
す
か
？

日
本
全
国
ふ
る
さ
と
発
見
!!

　

兵
庫
県
加
古
川
市 

①
兵庫県加古川市

◆
お
す
す
め
の
観
光
地
は

　
　
　
　
　
　
　
ど
こ
で
す
か

〈

尾

上

神

社

〉

　

境
内
に
は
、
謡
曲
「
高
砂
」
に
謡
わ
れ
た
、

相
生
霊
松
「
尾
上
の
松
」
や
国
重
要
文
化
財

「
尾
上
の
鐘
」
が
有
名
で
す
。

   

（
参
考
：
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
わ
が
ま
ち
加
古
川
60

選
）

〈
鶴

林

寺

〉

　

聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
「
播

磨
の
法
隆
寺
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
最
古
の
木
造
建
築
物
、
国
宝
「
太
子

堂
」
や
国
重
要
文
化
財
「
銅
造
聖
観
音
立
像
」

な
ど
、
多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

（
参
考
：
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
わ
が
ま
ち
加
古
川
60

選
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
19

区　

Ｋ
）

●面　積　　１３８．４８㎞ 
　　　　　　
●人　口　　２６３，８８８人
　　　　　　（平成30年8月1日現在）

●市の木　　くろまつ
　　　　
●市の花　　つつじ
　　　　
　　参考：兵庫県加古川市ホームページ

◆
大
泉
町
に
は
い
つ
ご
ろ

　
　
　
　
　
来
ら
れ
ま
し
た
か

　

夫
の
転
勤
で
、
24

年
前
に
来
ま
し
た
。

◆
ふ
る
さ
と
（
故
郷
）
自
慢
を

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

【
自
然
】

　

海
が
あ
る
こ
と
で
す
。
南
に
瀬
戸
内
海

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
製
鉄
会
社
が

あ
り
、
現
在
、
夜
景
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

川
は
、
利
根
川
よ
り
小
さ
い
け
れ
ど
、

加
古
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
河
口
に
は
、

加
古
川
海
洋
文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
浅
い
子
ど
も
用
の
プ
ー
ル

や
図
書
館
も
あ
り
ま
す
。
港
を
見
な
が
ら

（
夜
は
夜
景
を
見
な
が
ら
）
食
事
も
で
き

ま
す
。

　

遊
歩
道
が
あ
り
、
釣
り
を
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
海
風
が
吹
き
、
ど
の
世
代
の

人
も
楽
し
め
て
、
一
日
中
遊
べ
た
り
し
ま
す
。

か
く
り
ん
じ

お
の
え
じ
ん
じ
ゃ

銅
造
聖
観
音
立
像

　
泥
棒
が
盗
み
出
し
壊
そ
う
と

　
し
た
ら
「
ア
イ
タ
タ
」
と
い

　
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
た
め
、

　
改
心
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

　
ま
す
。

尾
上
の
鐘

　
海
賊
に
盗
ま
れ
て
海
に
沈
め

　
ら
れ
た
後
、
漁
師
の
手
に
よ

　
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
高
野
山

　
に
奉
納
さ
れ
た
が
、
鐘
を
つ

　
く
た
び
「

お
の
え
へ
、
い

　
の
～
」
と
聞
こ
え
た
た
め
、

　
尾
上
神
社
に
戻
さ
れ
た
と
い

　
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

兵庫県

○
豊
岡
市

神戸市
　○ 大

阪
府

奈良県

宝塚市
　　○

姫路市
　　○

赤
穂
市
○

淡路市○淡路市○

京都府

鳥取県

岡
山
県

香川県

加
古
川
市
●

は
り

ま

２

鶴林寺特別御朱印

あ
い
お
い
れ
い
し
ょ
う



　貸し出し用の机・いすを南別館に収納しま

した。申請方法は、公民館窓口で行っていた

だくため、変更はございませんが、借用・返

却場所が公民館から南別館に変更となります。

　お手数をおかけしますが、よろしくお願い

いたします。

わたしと本
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           東小５年
　渡辺　夏音

　

私
は
、
本
を
読
む
の
が
好
き
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
読
ん
で
い
る
と
、
ど
き

ど
き
わ
く
わ
く
す
る
か
ら
で
す
。

　

特
に
好
き
な
の
は
、
物
語
で
す
。

　

私
は
、
長
編
が
好
き
で
、
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
、
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
時
は
、

“
次
は
、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
”
と
、

一
番
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

好
き
な
理
由
は
、
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
物
語
の
主

人
公
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

冒
険
や
、
探
偵
の
物
語
で
す
。
冒
険

の
物
語
は
、
自
分
が
冒
険
を
し
て
い

る
気
分
に
な
れ
ま
す
。
探
偵
の
物
語

は
、
自
分
が
名
探
偵
に
な
っ
て
、
色

々
な
謎
を
解
い
て
い
る
気
分
に
な
れ

ま
す
。
今
ま
で
私
は
、
色
々
の
本
の

主
人
公
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
本
を
読
む
の
が
好
き
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん

本
を
読
み
た
い
の
で
、
大
泉
図
書
館

や
、
学
校
の
図
書
館
、
本
屋
さ
ん
に
、

た
く
さ
ん
行
き
た
い
で
す
。

　

今
年
の
夏
は
暑
い
!!

　

異
常
気
象
だ
と
言
わ
れ
る
七
月
の
あ

る
日
、
太
田
呑
龍
様
に
娘
の
安
産
祈
願

に
言
っ
た
。

　

金
山
の
麓
、
慶
長
18
年
（
一
六
一
三

年
）
徳
川
家
康
が
先
祖
と
す
る
新
田
義

重
を
祀
る
た
め
呑
龍
上
人
を
招
い
て
創

建
さ
れ
た
。
歴
史
の
重
み
と
相
ま
っ
て

建
造
物
を
は
じ
め
、
木
々
の
緑
も
重
厚

だ
。

　

本
堂
は
お
宮
ま
い
り
等
４
～
５
組
の

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
賑
や
か
だ
。
冷
房
も

な
く
暑
く
て
大
変
と
思
い
き
や
、
入
っ

て
ヒ
ン
ヤ
リ
。
南
か
ら
北
に
抜
け
る
風

が
な
ん
と
も
涼
し
く
心
地
良
い

―

。

　

こ
れ
ぞ
自
然
の
贈
り
物
。
日
本
建
築

っ
て
素
晴
ら
し
い
!!
。

　

あ
な
た
も
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん

か
・
・
・
。

日時：10月 14日 ( 日 )

場所：大泉町文化むら 大ホール

第17回 大泉マンドリンコンサート

マンドリンと

　 ステキな仲間たち

主催：大泉マンドリンクラブ

問合せ：森（☎0276-62-7559）

こちら大泉町公民館ですこちら大泉町公民館です

８月９日（木）に趣味講座

「夏休み! !親子でハーバリウムを作ろう! !」

　　を公民館２階大会議室で開催しました。

机の貸し出し方法が変わりました

チケットは文化むらにて好評発売中！

入場料 500円

開場 Pm1:30

開演 Pm2:00



へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き
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白
馬
村
を
一
望
し
な
が
ら
ゴ
ン
ド

ラ
で
標
高
１
，
５
０
０
ｍ
地
に
五
竜
高

山
植
物
園
が
あ
り
、
こ
こ
で
「
幻
の
青

い
ケ
シ
」
を
見
ら
れ
て
感
動
し
た
。
こ

の
花
は
画
家
の
入
江
一
子
さ
ん
が
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
青
い
ケ
シ
」
の
大
作
に
挑
ん

で
い
た
の
で
印
象
深
い
花
で
す
。
私
は

絵
に
残
せ
な
い
が
、
白
馬
五
竜
で
の
情

景
は
忘
れ
な
い
。　
　
　
　
　

〈
ひ
〉

　
　

私
の
子
ど
も
時
代
と
違
っ
て
、
今

の
子
供
た
ち
は
何
か
と
忙
し
く
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
や
す
い
。
も
っ
と
心
に
余
裕

を
も
た
せ
て
あ
げ
た
い
が
、
何
を
し
て

あ
げ
れ
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　

涼
し
い
季
節
に
な
っ
た
の
で
、
山
へ

ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
景
色
を
眺
め
る
、
一

日
公
園
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
。
夏
休
み

に
ど
こ
へ
も
連
れ
て
い
け
な
か
っ
た
の

で
何
か
し
て
あ
げ
た
い
。　
　

〈
浩
〉

　
　

今
は
昔
。
運
動
会
は
九
月
と
相
場

が
決
ま
っ
て
い
た
。
世
界
中
の
日
本
晴

れ
を
集
め
た
校
庭
に
は
「
ク
シ
コ
ス
の

郵
便
馬
車
」
が
鳴
り
響
き
、
白
い
運
動

靴
は
今
を
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、
さ
な
が

ら
回
し
車
の
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
だ
。

　

大
気
は
透
明
で
風
は
秋
を
孕
ん
で
心

地
い
い
。
今
が
悪
い
と
言
う
の
で
は
な

い
。
た
だ
昔
を
懐
か
し
む
ほ
ど
の
こ
と

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

〈
好
〉

大
泉
町
公
民
館
陶
芸
協
議
会

第
15

回
陶
芸
展
＆
体
験
教
室

■
日
　
時
　
10
月
20
日(

土)

・
10
月
21
日(

日
）

  

　
　 

　   

20
日
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

  

　
　
　    

21
日
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
会
　
場
　
大
泉
町
公
民
館

　
　
　
　
　
ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー
及
び
陶
芸
室

■
体
験
教
室
　
希
望
者
は
陶
芸
室
で
陶
芸
室

　
　
　
　
体
験
が
で
き
ま
す
。
（
詳
し
く
は
　

　
　
　
　
当
日
会
場
で
）

　
　
　
　
20
日
・
21
日
の
両
日
と
も
、
午
前
・

            

午
後
各
７
名
ま
で
体
験
で
き
ま
す
。

■
入
場
料
・
体
験
料
　
無
料

■
バ
ザ
ー
　
両
日
と
も
に
、
会
員
手
作
り
の

　
　
　
　 

作
品
を
販
売
し
ま
す
。

◆
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

※

北
・
西
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
も

　
展
示
い
た
し
ま
す
。

※

お
問
い
合
わ
せ
等
く
わ
し
く
は
、

　
　
小
出
☎

（
63
）
５
９
８
５
ま
で
。

■
日
　
時
　
10
月
６
日(

土)

・
７
日(

日)
　
　
　
　
　
６
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
７
日 

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
会
　
場
　
大
泉
町
公
民
館
　
ロ
ビ
ー

■
入
場
料
　
無 
料

■
会
員
の
育
て
た
余
剰
苗
の
販
売
も
い
た
し
ま
す
。

■
主
　
催
　
東
群
馬
水
石
山
草
会

※

お
問
い
合
わ
せ
等
く
わ
し
く
は
、

会
長
　
森  

憲
三 

☎

（
63
）
６
４
２
４
ま
で
。

第
63

回 

秋
の
山
野
草
展

第３４回　公利連

ミニ展示＆
ミニコンサ

ート
ミニ展示＆

ミニコンサ
ート

期日 :10月 20日 (土)・21日 (日)　　

会場 : 大泉町文化むら

ミ ニ 展 示：入 場 無 料

　　〈大ホール棟展示コーナー〉

◆作品展示　書研同好会・華泉書道会

　　　　　　大泉きりえサークル

●２０日（土）午前１０時～午後５時

●２１日（日）午前１０時～午後４時

■主催：大泉町公民館利用サークル連絡協議会

　※チケット購入・お問い合わせ等くわしくは、大泉町公民館 ☎６２－２３３０まで。

　( コーヒー付 )
ミニコンサート：入場料５００円

　　　〈大ホール〉

●２１日（日）午後０時３０分　開 場

　　　　　　　午後１時　　　　開 演

◆出演サークル　１０サークル

★ゲスト　「ミゲル＆ロサーナ」（ギター演奏）


